
こ
う
し
た
交
流
に
よ
り
深

ま
っ
た
絆
を
背
景
に
、
令
和

8
年
5
月
2
7
日
、
市
制
記

念
日
に
合
わ
せ
て
舞
鶴
市
代

表
団
が
リ
シ
タ
ン
地
区
を
訪

問
。
姉
妹
都
市
締
結
協
定
書

の
署
名
式
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
地
区
が
属
す
る
フ
ェ

ル
ガ
ナ
州
と
も
友
好
交
流
協

定
を
締
結
し
、
よ
り
広
域
的

な
連
携
の
基
盤
を
築
き
ま
し

た
。

姉
妹
都
市
と
し
て
の
歩
み
を

支
え
る
根
幹
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
「
心
と
心
の
交
流
」

で
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で

育
ん
で
き
た
両
地
域
の
温
か

い
絆
を
基
礎
と
し
、
平
和
学

習
や
人
材
交
流
で
の
連
携
を

柱

と

し

て
、
教

育
、
文

化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
分
野

で
の
交
流
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。

リシタン国際陶器センター

◆
リ
シ
タ
ン
地
区
と
の
絆
　

　　
リ
シ
タ
ン
地
区
と
の
交
流

は
、
令
和
元
年
に
同
地
区
で

無
償
の
日
本
語
学
校
「
N
o
r

i
k
o
学
級
」
を
運
営
す
る
ナ

ジ
ロ
フ
校
長
が
舞
鶴
市
を
訪

問
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
舞
鶴
市
民

訪
問
団
の
派
遣
な
ど
を
経
て
、

当
時
の
リ
シ
タ
ン
市
長
と
の

間
で
「
人
材
育
成
交
流
に
関

す
る
覚
書
」
を
交
換
し
ま
し

た
。

　
令
和
4
年
か
ら
は
同
学
級

で
日
本
語
や
日
本
文
化
を
学

ん
だ
若
者
た
ち
を
、
京
都
職

業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
の

留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
13
人
の

舞鶴市とリシタン地区が姉妹都市提携

時を越え、未来へと紡ぐ新たな絆
　
令
和
8
年
5
月
27
日
、
舞

鶴
市
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共

和
国
リ
シ
タ
ン
地
区
と
姉
妹

都
市
と
な
り
ま
し
た
。
姉
妹
・

友
好
都
市
の
提
携
は
、
ナ
ホ

ト
カ
(
ロ
シ
ア
)、
大
連
(
中

国
)、
ポ
ー
ツ
マ
ス
(
イ
ギ
リ

ス
)
に
続
く
28
年
ぶ
り
4
例

目
で
す
。
提
携
を
機
に
今
後

さ
ら
な
る
交
流
を
深
め
て
い

き
ま
す
。

<
文
化
・
国
際
課
、
引
揚
記
念

館
>

◆
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
交
流

　
舞
鶴
市
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
共
和
国
の
交
流
の
原
点
は
、

戦
後
の
抑
留
と
引
き
揚
げ
と

い
う
歴
史
的
な
縁
に
あ
り
ま

す
。
平
成
28
年
、
日
本
人
抑

留
の
歴
史
を
伝
え
る
「
タ
シ

ケ
ン
ト
日
本
人
抑
留
者
資
料

館
」
の
創
設
者
、
故
ス
ル
タ

ノ
フ
・
ジ
ャ
リ
ル
館
長
が
引

揚
記
念
館
を
訪
問
。

 

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
る
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通
じ
、

お
互
い
の
絆
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

レスリング選手団との合同練習の様子

地域行事に参加する留学生

◆
姉
妹
都
市
協
定
締
結
と
未
来

　
こ
う
し
た
交
流
に
よ
り
深

ま
っ
た
絆
を
背
景
に
、
5
月

27
日
、
市
制
記
念
日
に
合
わ

せ
て
舞
鶴
市
代
表
団
が
リ
シ

タ
ン
地
区
を
訪
問
。
姉
妹
都

市
締
結
協
定
書
の
署
名
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
地
区
が
属
す
る

留
学
生
を
迎
え
、
卒
業
生
は

全
員
舞
鶴
市
内
の
企
業
で
技

術
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
地
域
行
事
や
消
防
団
活

動
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
地

域
社
会
を
支
え
る
大
切
な
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ル
ガ
ナ
州
と
も
友
好
交

流
協
定
を
締
結
し
、
よ
り
広

域
的
な
連
携
の
基
盤
を
築
き

ま
し
た
。

　
姉
妹
都
市
と
し
て
の
歩
み

を
支
え
る
根
幹
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
「
心
と
心
の
交

流
」
で
す
。
今
後
は
、
こ
れ

ま
で
育
ん
で
き
た
両
地
域
の

温
か
い
絆
を
基
礎
に
、
平
和

学
習
や
人
材
交
流
で
の
連
携

を
は
じ
め
、
教
育
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
分
野

へ
と
交
流
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。

姉妹都市提携の署名式の様子

ウズベキスタン共和国
人口：約3,8００万人（中央アジアで最大）
面積：44万9,000㎢（日本の約1.2倍）
　中央アジアに位置し、古くからシル
クロードの要衝として栄えた国です。
イスラム建築が点在する歴史的な街
並みの他「プロフ」と呼ばれる炊き込
みご飯などの食文化も魅力です。
　親日国としても知られ、家族思いで
責任感が強い国民性と、
おもてなしの文化が
根付いています。

ウズベキスタンウズベキスタン

日本日本

リシタン地区
　リシタン地区はリシタン市と24の町村で
構成され、約22万人が暮らしています。
　千年の歴史を誇る「陶器の街」として知ら
れ、この地で作られる「リシタン焼き」は、地
元の植物灰を原料とした天然の釉薬による
鮮 や か な青 色 が特 徴です。「リシタンブ
ルー」と称される色彩と、特徴的な模様で描

かれた美しい器は、世界中の
人々を魅了し続けています。

COUNTRY DATA

リシタン地区

●
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